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　　　　　　　　測地學地球物理畢國際同盟の第6同絡會
　二二測地離地球物胆學同盟第6同総會は去る1936年9月17－25日スコトラ
ンドのエデンバラ市McEwan會堂で開かれた．米國のW．　Bowie氏を會長
とし，32ケの加盟國と10ケの非加盟國とから総計378入の代表者が出席した．
吾が日本からは今村明恒博士が出席した．
　縛會は測地學，地震輿，氣象學，地磁氣學及竃氣墨，海洋學，火山學，水
理學の7分科に分れて各々手要問題を協議し，又，種々の招待禽其の他の祠二
交的催しもあった．
　特に重要なるものとして，測地學部でSampson氏が振子時計，　Rayner氏
が水晶時計に關する論文を爽表し，Bullard氏は東アフリカの重力測定事業
を報告した．
　地震學部では，Gutenberg及Richter爾氏が深獲地震を論じ，　Somville疑
は垂直地震計の新型を嚢表した．又，石本博：セの抗ユ義により今後各所からの
地震報告には初期振動の方向を報告することに決した．
　氣象學部と海洋押部とは聯合して，今後更に海上の氣響町測を集めるため，
上暦大氣の海上観測に商船の援助を求むること，及び低氣墜の頻獲する北緯
55。西維30。の所に特務船を派遣して諸種の観測結良を獲，又商船よりの報告
を取り縫ぐこと，及び，アイスランドやアゾレス群島の氣象観測を強化する
ことを決議した．
　地球電磁氣部ではアイスランドに新観測所若干を設け，早廻り地磁氣記録
を獲ることを決議した．
　水理學では初めて雪の國際委員會を開い疫，
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　本同盟としては今後特に海洋底の地殻問題を研究する目的の委員會を設け
ることとなった．
　同盟はD．　la　cour（丁丁）を次期の會長に推し，英のH・　st・　J・winterbotham
氏を総幹事とし，各部は
　測地部長　V．MeineSz，　　　　　　同　幹事　Perrier，
　地震部長Oddone及Heck　　　　”　Roth6，
　氣象部長　V．Bjerknes及Chapman　　”　　Wehrle及∫．　Bjerknes
　海洋部長Knudsen及H．　Hansen　　”　la　Cour及Prottdman
　火山部長　Miche1↓6v＞r　　　　　　　　，，　　Malladra及Signore
水理部長Smetana及しu・tschg　　”　Diene・t及F・・1・w
　次の第7同総門は1939年に米國ワシントン市にて開かれる筈・
　　　　　　　　　オクスフオF天文憂のヘリオメ1タ
　今から約99年前，西暦1838年に猫國ケニグスベルビ大判天文豪のベセルは
始めてヘリオ刈タと言ふ薪母宮器を使って白鳥座61番星の硯差を測り，之
れが太陽の約40萬倍の距離であることを知ったので，与れ以來敏米各国の天
野卑では恒星距離測定のため皆ヘリ塾生1タを冒しがったものである．英國
ではオクスフオド市のラドタリフ天文毫が1848年に此の新器械を猫國ハムブ
ルグ市のレプソルド會杜から購入し，大いに學界に活躍したものであるが，
近年は長大な蔦眞望遠鏡による恒星覗差の観測が一般に行はれるやうになっ
て，どこでもヘリオメ1タは用ひられなくなり，上記オクスフオドのものも
1906年に取り彿はれたまsになってみた。近頃此のヘリオメ1タはuンドン
市南ケンシントンの理學博物館に移されて，天文史の滲考品となった．〔Nat．
，oC498）・
　　　　　　　　セント・アルバンス女學校の新天文憂
　大英天文二七の前會長故W・A・Parr氏が遺した4吋赤道儀（Cooke）其他
一切の器械は近頃ロンドン市セント・アルバンス女三校に寄贈され，去10月
23日前グリニチ天文毫長ダィソン博士臨揚の下に此の新天文憂の献堂式が行
はれた，
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　　　　　　　　　　　新偏光板‘‘Polaroid”
　螢石のやうに光線の振動面を偏らせる“偏光板”Polaroidとv・ふものを近
頃世界各所で作られるやうになり，我が國でも東京工大で研究されてるるが，
米國ではBoston市に工臨を有ちNew　Jerseyに事務所を有つInternational
Polaroid　CorporationとV・ふものが創立された．此の偏光板はフイルムであ
って，以前には＝トロセルロ1ズで作られてみたのを，近來は不燃性の酪酸
セルロ1ズとし，第一種のものは光學器械用で，無色有色爾種がある．又第
二種のものは光源からの光を（用途により）直ぐ偏光させるもので，無色では
なく，ガラスにはり付けることになってみる．
　偏光板は，天文學的には，光源よりの光が反射光であるや否やを検出する
ためと，又，光度計の部分品として光りの張さを加減する申合などに用ひら
れるのが普通で，今までは專ら天然の蕨石より作ったニコルのプリズム等を
使用してみたが，上述の如き人山吻が現はれたので，今後は頗るひろく用ぴ
られ’るやうになるだらうと思はれる・（口糧参照）
　　　　　　　　　　　　日払時差の口繕
　先に山本博士らの提唱は瀾洲當局を動かして，途に1936年12月31日23時0
分を以て1937年1月1HO時D分と改められ，同日23時より24時までの1時間
はなくなり，昭和12年（康徳4年）元旦より日満同時制を探用さるNeとxな
つだ・友邦満洲國のためにも悦ばしいことである．この薪時制に改まる瞬時
闇，満洲の大晦日の深夜に色々な悲喜劇を起したことであらう．
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